
※期間別騰落率の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間の応答日(休日の場合は前営業日）までとします。
※2022年12月30日の値を100として指数化
※出所：FactSetのデータを基に明治安田アセットマネジメント作成
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TOPIX規模別指数の推移
（期間：2022年12月30日～2024年1月19日）

※最新の「投資環境見通し」もご覧ください。
https://www.myam.co.jp/market/outlook/upload_pdf/202401_outlook.pdf

TOPIX（東証株価指数） 2,510.03 0.63% 7.55% 10.14% 31.03%

日経平均株価 36.20%35,963.27

企業業績については、中国景気減速の影響を受ける企業もみられますが、日銀短観で
は企業景況感の幅広い改善が確認されており、下振れの可能性は低いとみています。
国内株式相場は日本政府による所得減税に加えて、1月から始まる新NISAを通じた個
人投資家の資金流入が下支えになるとみていますが、米国景気の減速や円高が懸念さ
れることに加え、政局を巡る不透明感も短期的に影響し、上値の重い展開を予想して
います。

国内株式相場の上値は重い

（期間：2022年12月30日～2024年1月19日）

情報提供資料
2024年1月22日国内株式見通し 

日経平均株価、TOPIXの推移マーケットの動き（2024年1月15日～1月19日）

投資環境見通し（2024年1月）

先週の国内株式市場は、前週末比で上昇しました。
国内株式の先高観を背景に上昇してスタートしましたが、短期的な過熱感から利益確
定売りが出やすく上値の重い展開となりました。その後、欧米の早期利下げ観測が後
退し円安が進行したことや、米国ハイテク株が上昇したことなど受け、国内株式は半
導体関連株を中心に上昇しました。

MYAM Market Information
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